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I要 旨
「敬語表現」に関する研究は、中国語と日本語それぞれ、また両言語間の比較
対照などにおいて、数多く行われてきた。敬語は場面に即したものであるが、従
来の研究は、そのほとんどが理論的な分析に留まっており、具体的な例文を挙げ
個々に考察した語用論的分析は管見の限りそれほど見当たらない。また、中日両
言語における敬語表現は分類や表現形式に異同点が見られるといった研究はある
ものの、それぞれどのような対応関係を持っているのかを明らかにした研究は数
少ない。そこで、本研究では、中日の敬語表現の異同点をまとめ、両者の対応関
係やその相違の生じた原因を明らかにしたい。本研究の研究成果が、少なからず
異文化理解の促進や両言語の学習者の敬語学習に役立つことと願っている。
第一章と第二章では、本研究の背景及び研究の現状を紹介した。第三章と第四
章では、本研究で採用した研究方法と言語資料の収集方法を提示した。第五章で
は、実例分析を通じて中日両言語の敬語表現の意味上・構造上の特徴をまとめ、
それぞれの対応関係を明らかにした。第六章では、その相違の生じた原因を探っ
た。第七章では、本研究で得られた結果をまとめ、結論に導いた。
本研究は、中日敬語表現の対応関係及びそれぞれ敬語使用の原因を、語用論の
「直示」・「ポライトネス理論」の視点、「決定木分析」の手法を用いて考察を
試みた。その結果、中国語は主体や対象への敬称を重んじ、敬語表現が主に「文
頭」に定着しているのに対して、日本語は「文中の動作そのもの・文末の助動詞」
という構造になっていることが分かった。一方、日本語では「親疎」、「上下」、
「性差」、「世代差」などの要因が影響を与えるのに対し、中国語では「親疎」、
「上下」、「世代差」の順であった。
キーワード：敬語表現 対照研究 語用論 直示 ポライトネス理論
厦
门
大
学
博
硕
士
论
文
摘
要
库
II
摘 要
关于“敬语表达”的研究，不管是汉语还是日语，亦或是汉日间对比，数量之
多、不胜枚举。敬语表达根据场景的不同而发生变化，需要具体问题具体分析。然
而，大部分先行研究只着眼于理论上的总结，考察具体例文且运用语用学等科学理
论进行系统分析的研究，就笔者浅见并不多见。另外，虽有一部分研究分别陈述了
汉、日语的敬语在分类方式及表达形式上的异同点，但并未严明两者之间的对应关
系究竟为何。本研究旨在通过分析汉、日语敬语表达的异同点，总结出两者的对应
关系，探明其产生差异的原因。希望本研究的成果能够推动异文化交流与理解、助
力于汉、日语言学习者对两国语言之敬语的学习。
第一章和第二章分别介绍了本研究的研究背景和研究现状；第三章和第四章分
别介绍了研究中采用的方法论和例文的收集方法等；第五章考察实例，分析了汉、
日语中敬语表达在语义和结构上的特征，总结了两者之间的对应关系；第六章通过
分析汉、日语敬语的使用动机，探明两者在语义结构上产生差异的原因；第七章总
结研究成果，导出结论。
本研究运用语用学“指示”、“礼貌原则”观点、“决定木分析”等手法，考
察了汉、日语敬语表达的对应关系和两者产生差异的原因。经分析，主要得出两大
结论：其一，汉语的敬语表达注重的是对所尊敬的主体或对象使用敬称，因此，敬
语表达集中出现在“句首”。与之相对，日语的敬语表达通过动词的活用等形式以
示敬意，体现为“句中+句尾”的构造；其二，日语敬语受社会关系中的“亲疏”、
“上下”、社会文化中的“性别差”、“年龄差”等因素的影响，与之相对，汉语
敬语所受影响的因素为，“亲疏”、“上下”、“年龄差”。
关键词：敬语表达 对比研究 语用学 指示 礼貌原则
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第一章 序論
1.1 問題提起
目上の人や尊敬する人に対して発話する際、丁寧さを表すために、自分の言
葉遣いや言葉の表現方法によく気を遣うことを我々中国人は度々経験したこ
とがあるだろう。
ここで、偶然読んだ文献の 1例を紹介したい。中国のレストランでは、店員
に「客人（您）有几位呀？」と聞かれると、客側は「3 位」と答える①。この
ような会話は中国では極一般的な会話であるが、日本人には珍しい表現として
取り挙げ分析を行った。なぜかというと、その会話を日本語に直訳すると「お
客様は何名様ですか？」「3名様」になってしまう。他人に尊大な印象を与え
ることを避けるため、自分には敬称を付けて名乗ったりしない日本人には同感
しにくい。中川（2005）では、中国語のこのような現象を「相手が言った形式
に反応して鸚鵡返し的に応答する」と説明している。
中日両言語の敬語表現の違いは他にも挙げられるのか、また、それぞれの特
徴は何なのか、まとめてみれば、どのような対応関係を有するのか、その相違
はなぜ生まれるのか等、多数の問題が絡みあうのが実に興味深い。
1.2 研究目的
本研究の目的は、①中日の敬語表現の類似点と相違点をまとめ、両者の対応
関係を明白にする、②その相違の生じた原因を探る、といった 2つのところに
ある。
1.3 本研究の意義
日本語の敬語はシステム化され、かつ発達している言語であるのに対し、中
① 井上優．文法の対照研究と異文化理解[J]．高知大学留学生教育．2012．（6）．第 3-34頁．
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国語の敬語はそれほど多くないとよく言われている。私見によれば、現代中国
語においては、敬語表現が少ないと言うより、人々の日常生活に定着している、
或いは頻繁に使われている敬語数が少ないと言うべきであると考える。そのた
め、中国語の敬語表現における歴史的変化に関しては言及しないが、一先ずま
だ現存している現代中国語の敬語表現を見出し、まとめてみるのも本研究にお
いては役に立つと考える。特にそれと日本語における敬語表現との対照分析に
より、異文化理解の促進や両言語の学習者の敬語学習にも役に立てればと願っ
ている。
1.4 本研究の構成
本研究は序論から結論まで 7章で構成されている。
第 1章では、中日の敬語表現の対照研究を行うことになった背景と目的、お
よび意義について紹介する。
第 2章では、先行研究を概観し、研究対象たる「敬語」への理解を深めて本
研究の立場を確認する。
第 3章は、本研究の理論的枠組み及び研究方法について説明する。
第 4章では、データとする文学作品と理由を述べ、資料の収集方法と手順も
紹介する。
第 5章では、実例を整理した上で、中日両言語における敬語表現の意味上・
構造上の特徴をまとめることによって両者の対応関係を明らかにする。
第 6章では、中日の敬語表現の類似点と相違点の生じた原因を探る。
第 7章は本研究のまとめと今後の課題について述べる。厦
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第二章 先行研究
本章では、まず、中日両言語における「敬語」に関する定義を紹介する。次
に、両国の敬語表現の分類方法を言及する。最後に、両国の敬語表現の対照研
究の現状を分析した上、問題点を探りたい。
2.1 「敬語」の定義
2.1.1 日本の場合
文献により若干異なっているが、ここでは主要な観点をまとめる。
①「相手や話しの中の人物に対する敬意を表す言葉的な表現。」①
②「言葉で表現する主体（書き手、話し手など）とその相手（読み手、聞き
手）やその話題中の人物との社会的関係（親疎、権力の大小）と態度を表す言
語表現である。」②
①を見ると、敬語の概念の中心として「敬意を表す」ということが強調され
るが、②では「社会的関係と態度を表す」と定義され、具体的にはどのような
関係と態度を表すのは明らかにされていない。もしかすると、実際の敬語使用
は極曖昧的で、ただ「敬意を表す」のような簡単なものでないからではないか
と思われる。
2.1.2 中国の場合
まず、「敬语」で調べると、諸定義がみられる。
①“敬语：表示尊敬和礼貌的语词。……敬语的一个重要内容是尊称”③
②“指语言交际中表示礼貌的套语”④
③“表示恭敬和礼貌的用语”⑤
そして、中国語の敬語は「敬謙辞」とも呼ぶ（劉 2001）。これは「敬辞」、
① 日本国語大辞典第 2版編集委員会．小学館国語辞典編集部編集．日本国語大辞典［Z］．小学館．2001．（4）
第 1224頁．
② 文部省・日本言語学会・日本英語学会（編）．学術用語集 言語学編［Z］．日本学術振興会．1998．
③ 张涤华等主编．1988.汉语语法修辞词典［Z］．安徽教育出版社．
④ 王宗炎主编．1988.英汉应用语言学词典［Z］．湖南教育出版社．
⑤ 王德春主编．1987.修辞学词典［Z］．浙江教育出版社．
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「謙辞」という 2つの部分から構成することに由来すると思われる。よって、
「敬辞」、「謙辞」で別々調べると、以下のような内容がある。
④“敬辞：含恭敬口吻的用语，入‘请问、借光’等。谦辞：含谦虚口吻的言
辞，如‘过奖、不敢当’等”①
諸定義を概観すれば、主に「恭敬」（恭しい、丁寧）、「礼貌」（礼儀、マ
ナー）、と 2つのものを強調していることが分かる。
2.1.3 まとめ
前述したように、中日両言語における「敬語」に関する定義を紹介した。整
理した結果、両国語の概念には「相手を敬って、恭しく丁寧な態度を表す」の
ような類似点を持つほか、若干の相違もみられる。例えば、日本語では社会的
な関係（親疎、または上下）を示す敬語の機能に偏っているが、中国語ではそ
れほど強調されていない。また、中国語では「敬語」を「敬謙辞」と呼ばれる
場合もあることが分かった。ただし、説明の便宜のため、本研究では統一した
言い方、すなわち「敬語」を使用する。
2.2 敬語の種類
2.2.1 日本語における敬語表現の種類
日本では、敬語に関する研究が活発に行われており、数多くの研究者は著作
の中で、敬語の分類方法をめぐり自分の観点を述べている。そのうち、3分類
の分類方法（菊地 1997、渡辺 1971、辻村 1988など）が最も一般的に用いられ
ているが、5分類の分類方法（水谷 1985、宮地 1971、日本文化審議会 2007な
ど）も少なくない。また、4 分類の分類方法（南 1974 など）も若干用いられ
ている。これらの分類方法は研究者らの選んだ視点により具体的な内容もそれ
ぞれの下位分類も異なっているが、「敬」・「謙」を分類の最初の基準とする
ことについては、ほぼ共通的に取り扱われている。
以下は、日本文化審議会が国語分科会での約 2年間にわたる検討を経て諸説
をとらえなおしまとめた「敬語の指針」の中、敬語の仕組みに関する内容を紹
① 中国社会科学院语言研究所词典编辑室．1987.倒序现代汉语词典［Z］．商务印书馆．983.
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介する。理解しやすいように、まとめた内容を表にしたい。
表 2.1 日本の敬語の仕組み
種類 説明 下位分類
尊敬語「いらっ
しゃる・おっし
ゃる」型
相手側又は第 3者の行為・もの
ごと・状態などについて、その
人物を立てて述べるもの。
「行為など（動詞、および
動作性の名詞）」
「ものごとなど（名詞）」
「状態など（形容詞など）」
謙譲語Ⅰ「伺
う・申し上げ
る」型
自分側から相手側または第三
者に向かう行為・ものごとなど
について、その向かう先の人物
を立てて述べるもの。
「行為など（動詞、および
動作性の名詞）」
「ものごとなど（名詞）」
謙譲語Ⅱ（丁重
語）「参る・申
す」型
自分側の行為・ものごとなど
を、話や文章の相手に対して丁
重に述べるもの。
「行為など（動詞、および
動作性の名詞）」
「ものごとなど（名詞）」
丁寧語「です・
ます」型
話や文章の相手に対して丁寧
に述べるもの。
です・ます
美化語「お酒・
お料理」型
ものごとを、美化して述べるも
の。
お
表 2.1から分かるように、ある人物を「立てて」述べる敬語は尊敬語と謙譲
語Ⅰである。すなわち、尊敬語は「相手側または第 3者の行為・ものごと・状
態などについて、その人物を立てて述べる」敬語であり、謙譲語Ⅰは「相手側
または第 3者に向かう行為・ものごとなどについて、その向かう先を立てて述
べる」敬語である。そして、謙譲語Ⅱはそのような「上げ下げ」表現ではない
が、「行為やものごとを丁重に述べる」ために使われ、特に自分側のことを指
すと言われる。それに対し、丁寧語は自分か他者かにも拘わらず、広く様々な
場面に活用されているという。美化語は主に「ものごと」に使える。
2.2.2 中国語における敬語表現の種類
中国現代言語学の先駆者・開拓者と言われる、王力氏は『古代漢語』の中で、
はじめて「尊称」、「谦称」という尊謙の 2分概念を提出して以来、それをも
とにし、中国語の敬語システムについての研究は続々なされてきた。調べた限
りでは、以下のような代表的な観点が挙げられる。洪（2010）は中国の敬語を
「敬词」、「谦词」、「婉词」と 3つの部分に分け、それぞれ下位分類してい
る。「敬词」を例にとると、その下にはさらに「通用敬词」、「书面敬词」が
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ある。同じ 3分説を持っているのは符（1992）で、氏は敬語を「尊称」、「谦
称」、「一般交际用语」と分類し研究している。どちらも「尊」と「谦」に分
けられ扱われている従来の分類方法に対し、劉（2001）は中国の敬語を「敬謙
辞」と呼ぶ上で、その役割に注目し、敬謙辞を「称谓性敬谦辞」と「表述性敬
谦辞」に 2分類した。以下の表 2.2はこの 2種類及び各自の下位分類について
紹介し、その具体的な用例を記すものである。
表 2.2 中国の敬語の仕組み
種
類
下位分類 用例
称
谓
性
敬
谦
辞
代词称谓性敬谦辞 “您”“你们”
名词
称谓
性敬
谦辞
通用称谓性敬谦辞
“先生、同志、师傅”“小姐、女士、
夫人”（尊称）、“鄙人、在下、不
才”（谦称）
亲属称谓性敬谦辞
“尊堂”“贤侄”“令尊”（尊称）
“家兄”“舍弟”“小女”（谦称）
类亲属称谓性敬谦辞
“大姐、大哥、老兄”（尊称）
“小弟”(谦称)
从儿称谓性敬谦辞 “大伯”“叔叔”
官职称谓性敬谦辞 “主席”“经理”“部长”“军长”
年老称谓性敬谦辞
“您老、老先生、老前辈”（尊称）
“老朽、老夫”（谦称）
职业·职称称谓性敬谦辞 “教授”“高工”“老师”
外交称谓性敬谦辞 “阁下、公爵”“天皇、女王”
直接间接称谓性敬谦辞 “足下、阁下”“高足、高徒”
表
述
性
敬
谦
辞
含敬谦语素的词或短语
尊、贵、高、大、拜、垂、光（敬语
素）、贱、鄙、谨、拙（谦语素）
不含敬谦语素的词或短语
“海涵”“斗胆”“抛砖引玉”“班
门弄斧”
2.2.3 まとめ
定義と同じように、両言語の敬語は分類方法にも類似点と相違点が見られる。
まず、類似点について、同じく相手を立てたり自分を下げたり述べるものを基
準として分けられた「尊敬語」、「謙譲語」は、それぞれ「敬辞」、「謙辞」
と共通しているところがあるといえよう。そして、相違点からいうと、「称谓」
（人に対する呼称や呼び方）というものは敬意を表すために重要な役割が働き、
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中国語の敬語の 1種としてなされているのに対し、日本語にはそのような分類
方法は見られない。
2.3 敬語に関する中日対照研究
中国側は、中日敬語表現の対照研究に長い間強い関心を持ち続けてきており、
多数の文献が集められるが、日本側はそれほど多くない。以下では、最も多く
扱われている 4つの視点から各先行文献の内容を紹介する。
①発生・変化の対照研究
唐・易（2011）は中日における敬語の発生、変化に着目し、敬語の概念、敬
語の分類、敬語の起源、敬語の変化といった 4つの面に分けて考察を行い、敬
意を表す意味は中日敬語の概念において共通していることが分かった。また、
分類方法にも類似するところがみられるが、両国語における敬語の起源につい
ては全く異なっており、両者とも時代とともに変化しているものであると説明
している。
続いて、張（2002）は「中日敬語の生まれた歴史的原因および文化背景」に
ついて分析を行った結果、中日敬語はともに階層関係を反映するために生まれ
てきた社会規範的な存在であったが、現在は主に言語的儀礼として発展しつつ
あると述べている。そして、長い歴史を持っているこの両国語の敬語は今後も、
人々の日常生活に重要な影響を及ぼしていくだろうと推定している。
②言語形式の対照研究
言語形式について、易・金（2010）は日本語の敬語表現は「呼称、動詞、助
動詞」などを始め、文法的な手段によって表すものに対し、中国語の敬語表現
は呼称、文の始めの「请」、文中の「您」など、主に語彙的な手段によって表
すものになると述べている。
次に、杭（2010）では日本語は「専有語彙だけでなく、接頭辞、接尾辞、助
動詞、補助動詞および敬語文型」などの敬語の表現形式を持っているが、中国
語はそれと反し、「専有語彙および敬語の形態素」しか持っていないと論じて
いる。
一方、羅（1998）は中国語における敬語の構造を中心に、「人称代名詞、一
厦
门
大
学
博
硕
士
论
文
摘
要
库
Degree papers are in the “Xiamen University Electronic Theses and Dissertations Database”. Full
texts are available in the following ways: 
1. If your library is a CALIS member libraries, please log on http://etd.calis.edu.cn/ and submit
requests online, or consult the interlibrary loan department in your library. 
2. For users of non-CALIS member libraries, please mail to etd@xmu.edu.cn for delivery details.
厦
门
大
学
博
硕
士
论
文
摘
要
库
